
 国語科 授業改善推進プラン 
１ 観点ごとの児童の実態・学習効果測定結果の分析 

 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

知識及び技能 
 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

〇言葉の働き 〇話し言葉と書き言葉 〇漢字 

〇語彙 〇文や文章 〇言葉遣い 〇表現の技法 

〇音読・朗読 

（２）情報の扱い方に関する事項 

〇情報と情報の関係 〇情報の整理 

（３）我が国の言語文化に関する事項 

〇伝統的な言語文化 〇言葉の由来や変化 

〇書写 〇読書 

○長音・促音・拗音、
助詞の「は」「へ」
「を」などを正しく
使うことに課題が
あります。 

 

○本を読むことが好
きな児童が多いで
す。 

〇本を読むことが好

きな児童が多いで

す。 

○正確に音読できる

児童が多いです。 

○長音・促音、助詞の
文中での使い方が
定着していない児
童がいます。 

 

 

〇幅広く読書に親し
んでいる児童が多
くいます。 

〇様子や行動、気持ち
や性格を表す語句
を更に増やす必要
があります。 

〇「漢字を読む」「漢字
を書く」の項目は、
目標値をやや上回
っており、前学年に
配当されている漢
字の読み書きが定
着しています。 

〇「言葉の学習」の項
目は、目標値をやや
上回っていますが、
主語と述語の働き
の理解については、
課題があります。 

〇「漢字を読む」の
項目は目標値を
上回っています
が、「漢字を書く」
の項目は、目標値
を下回っていま
す。 

〇「言葉の学習」の
項目は目標値を
やや下回ってお
り、語彙を更に豊
かにする必要が
あります。 

〇「漢字を読む」の
項目は目標値を
下回っています
が、「漢字を書く」
の項目は、目標値
をやや上回って
います。 

〇「言葉の学習」は
目標値を上回っ
ており、思考に関
わる語句の量は
十分身に付いて
います。 

思考力・判断力・表現力 
 

A話すこと・聞くこと 

〇話題の設定、情報の収集、内容の検討 

〇構成の検討、考えの形成（話すこと） 

〇表現、共有（話すこと）  

〇構造と内容の把握、精査・解釈、考えの形成、共

有（聞くこと） 

〇話合いの進め方の検討、考えの形成、共有（話し

合うこと） 

B書くこと 

〇題材の設定、情報の収集、内容の検討 

〇構成の検討 〇考えの形成、記述 

〇遂行 〇推敲 〇共有 

Ｃ読むこと 

〇構造と内容の把握 〇精査・解釈 

〇考えの形成 〇共有  

○友達の話を聞いて
質問をしたり、感想
を言ったりするこ
とができます。 

 

○習ったひらがなを

使って、経験したこ

とや思ったことな

どを簡単な文にし

て書くことができ

ます。 

 
 

○自信のなさから、発
言の際に声が小さ
くなる傾向があり
ます。 

○一部の児童を除い

て、書く視点を提示

すると、進んで書く

ことができます。 

○自分で書いたもの
を見直す習慣を付
ける必要がありま
す。 

○物語の学習では、想
像を広げながら読
むことができます。 

○目的意識、相手意識

をもって話す習慣

が身に付いてきま

した。 

○自分の考えをもつ
ことや話すことに
課題があります。 

○「はじめ・なか・お

わり」を意識して書

こうとしています。 

○「楽しかった」「うれ
しかった」など限ら
れた言葉で気持ち
を表す傾向があり
ます。 

〇「物語の内容を読み
取る」の項目は目標
値を上回っており、
登場人物の行動や
気持ちについて、叙
述を基に捉える力
が身に付いていま
す。 

〇「書くこと」の項目
は、目標値を上回っ
ていますが、自分の
考えとそれを支え
る事例との関係を
明確にして書くこ
とについては課題
があります。 

 

〇物語の内容を読
み取る」の項目は
目標値を上回っ
ており、登場人物
の気持ちや行動
を叙述を基に捉
えることができ
ます。 

〇「文章を書く」の
項目は目標値を
下回っており、自
分の考えとそれ
を支える理由を
明確にして文章
を書くことにつ
いては課題があ
ります。 

〇「物語の内容を読
み取る」の項目は
目標値を下回っ
ており、登場人物
の心情について、
描写を基に捉え
ることについて
は課題がありま
す。 

〇「文章を書く」の
項目は、目標値を
下回っており、自
分の意見を支え
る理由を明確に
して書くことに
ついては課題が
あります。 

学びに向かう力、人間性 ○どんな学習にも興
味をもち、進んで取
り組もうとする児
童が多いです。 

○概ね意欲的に学習
に取り組もうとし
ています。 

○比較的意欲的に読
んだり、自分の意見
を話したりします。 

○比較的意欲的に読
んだり、自分の意見
を話したりします。 

〇全体の場で発言
することに対し
て抵抗のある児
童がいますが、国
語教材への関心
は高いです。 

〇意欲的に学習に
取り組める児童
がいる一方、文章
量の多さに戸惑
いを感じている
児童も多くいま
す。 

 
 
 
 
 
 
 



２ 課題と改善策、検証方法 
 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

課
題 

○話すときに正しい声の大

きさで話すことが苦手だ

と感じている児童がいま

す。 

 

○長音・促音・拗音、助詞の
「は」「へ」「を」などを
正しく使うことに課題が
あります。 

○自分の思いや考えを話す

ことについて、個人差があ

ります。 

 

○自分が書いたものを見直
す習慣が定着していない
ことから、漢字の書き間違
えなどが多く見られます。 

○話すことには個人差があ

り、自分の考えをもてない

児童や言えない児童が見

られます。 

 

○「楽しかった」「うれしか
った」など限られた言葉で
気持ちを表す傾向があり
ます。 

○自分の考えと、それを支え
る事例との関係を明確に
して書くことについて課
題があります。 

〇話し手が伝えたいことの
中心を捉えたり、意見の共
通点に着目して考えをま
とめることについて課題
があります。 

〇自分の意見を明確にして
書くことについて、課題が
あります。 

 
 

改
善
策 

○掲示物「声のものさし」を
活用し、様々な学習におい
て、適切な声の大きさを意
識でいるようにします。 

 
○MIMの学習に継続的に取
り組み、言葉の力を伸ばす
ことができるようにしま
す。 

○文を書く際に、正しく使え
るように、繰り返し指導し
ていきます。 

○二人組で話す、グループで

話す、学級全員の前で話す

など形態を工夫し、段階を

踏んで指導していきます。 

 

○ノートや作文を書かせた
際は、書いたものをまず見
直すようにさせ、文章の中
で正しく使えるように指
導していきます。 

○書いた文章を推敲したり、

みんなで読み合ったりす

るなど、考えを共有する機

会を多くします。 

 

○気持ちや性格を表す語句

の量を豊かにするため、読

書に集中できる時間をで

きるだけ確保します。 

○文章を書く機会を様々な

学習で設定し、書き方を指

導していきます。 

○書き終わったら、自分で見

直しをしたり、教師が添削

したりして、よりよい文章

にしていきます。 

○家庭学習の日記において、

添削をして返却したり、必

要に応じて書き方を授業

で指導したりします。 

 

〇メモの取り方（短文で箇条
書きにしたり、画数の多い
ものは平仮名にしたりし
て、文字を省略するなど）
を授業で取り扱い、指導し
ます。 

〇自他のメモを紹介し合い、
良い書き方などを学び合
う機会を設けます。 

〇文章を書く機会を様々な
学習で設定し、事象を説明
したり、意見を述べたりす
るなど、考えたことや伝え
たいことを書く活動を取
り入れていきます。 

〇説明文や物語文で、段落ご
との見出し文を書かせる
などして、文章の構成の仕
方を身に付けさせます。 

検
証
方
法 

○授業中や様々な学習の際

に確認します。 
○正しく使えているか、ノー
トや作文を見て確認しま
す。 

〇二人組の対話やグループ
での話し合いの際、机間指
導を行い、確認します。 

○ノートや作文の中で正し
く使えているかどうか見
ていきます。 

〇小グループでの話し合い
の際、机間指導を行い、対
話の様子を確認します。 

〇日記や作文、ノートなど、
文章を書いた時に確認し
ます。 

○日記や作文など、文章を書
いた際に確認します。 

〇学期中の聞き取りワーク
テストで状況を把握しま
す。 

〇行事や日々の生活につい
ての作文など、文章を書い
た際に、できているかどう
かを確認します。 

 


